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令和 6年能登半島地震に対する千葉県作業療法士会の対応について

　本年 1月 1日に発生しました能登半島地震では石川県を初め、日本海側の広い地域に大きな
被害が生じました。被災されましたみなさま、大切な方が被災されましたみなさまには、心よ
りお見舞いを申し上げます。また、現地及び全国各地で直接支援・後方支援に当たられていらっ
しゃる方々に敬意を表しますとともに、心を同じくする者として共に手を尽くしたいと考えて
おります。

　千葉県作業療法士会（以下、当会）でも、発災直後より日本作業療法士協会、JRAT（日本災
害リハビリテーション支援協会）、千葉 JRAT 等の諸団体とも連絡を密にし、必要な支援につい
て検討を重ねております。長期的な息の長い支援が必要になることをふまえ、まずできること
として、会員みなさまからお預かりしている会費から、日本作業療法士会へ支援金を拠出させ
ていただきました。金額は当会のおおよその会員数×100 円として 13万円とし、理事会での
承認を得て拠出いたしました。被災地域の作業療法士会や日本作業療法士協会が行う災害支援
活動の資金、物品援助の購入費用などの財源として使用されるとのことです。　

　当会会員の中には、JRAT のみならず、DMATをはじめとした災害支援チームでの派遣、あ
るいは個人としての活動等、様々な形で支援に携わっている方も少なくないと思います。みな
さまのご活躍に触れ、大変心強く思いますと共に、ご安全と心身のご健康をお祈りいたしてお
ります。

　今回の能登半島地震では、生活やコミュニティの再建といった広範囲に及ぶ長期的な支援が
必要になると思われます。当会としましては、被災地のみなさまに必要な支援を中長期的にと
らえ、必要な援助や協力を続けていく所存です。会員のみなさまにおかれましても、ご理解、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

★日本作業療法士協会では、1月 1日付で災害対策本部を立ち上げ、様々な支援を開始してい
ます。こちらに随時更新されますので、ご覧いただければ幸いです。

→令和 6年能登半島地震に対する日本作業療法士協会災害対策本部の対応について
　https://www.jaot.or.jp/member/from_assoc/detail/826/
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財務部より大切なお知らせです！！

◆◆◆今年度（令和 5年度）内に当士会を退会される方へ◆◆◆

事務局へ、令和 6年 3月 15 日までに「退会届」を郵送提出して下さい。手続きをされない場合、
来年度（令和 6年度）に年会費が自動引き落としされます。退会される方は、できるだけお早めに
手続きをして下さい。

◆◆◆直接入金されている方で、自動引き落としの手続きを取っていない方へ◆◆◆

千葉県作業療法士会の会員は、原則「会費自動引き落とし」です。手続きをされていない会員は、
事務所まで御一報下さい。

定款第 16 条に従い、正当な事由なく会費を 1年以上納入しない場合、会員の資格喪失となります。
円滑な県士会運営のため、会費の納入にご協力をお願いいたします。
※会費の払い込みについて、ご不明な点がございましたら、下記事務局にお問い合わせください。

事　　務　　局：〒266-0031 千葉市緑区おゆみ野 4-21-1 スカイビルおゆみ野２F
メールアドレス：chiba_ot@yahoo.co.jp

※ ご注意ください ※
1 年間会費が未納扱いになりますと会員資格喪失となります！

事務局よりおしらせです

令和 5年度第 1回臨時総会（令和 6年度予算総会）の開催について

令和5年度第1回臨時総会が以下の通りに開催されます。議決権を持つのは代議員のみですが、
会員ならどなたでも聴講可能です。詳細は、ホームページでお知らせする予定です。

日時　令和 5年 3月 17 日（日）
9：30　～   　 　　　受付開始
10：00 ～　　　　　臨時総会

場所　千葉県立保健医療大学　幕張キャンパス　図書館棟大講義室
千葉市美浜区若葉 2-10-1
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広報委員会からのおしらせ

01 県士会ニュースがホームページから閲覧できるようになりました

これまで紙媒体で発行してきた
県士会ニュースですが、2025 年
度にペーパーレス化を予定して
いることは、皆様もご存じの通
りかと思います。
そのことに先立ち 2024 年より
県士会のホームページからも
ニュースの閲覧・ダウンロード
ができるようになりました。

くわえて、2年分のバックナン
バーも閲覧、ダウンロード可能
です！
ホームページへ掲載された際に
は千葉県士会公式 LINE アカウン
トよりご案内いたします。県士
会の情報配信が今後変わってい
きますので、事前のご準備をよ
ろしくお願いいたします。

02 千葉県士会広報用のパンフレットあります！

03 千葉県士会広報用 SNSアカウントの紹介

広報用に千葉県士会の活動や作業
療法士についてまとめたパンフ
レット（A4三つ折り仕上げ）を作
成しました。
紙（部数に制限あり）での配布や
データでの配布も可能です。
地域のイベントなど広報の機会に
ご活用いただければ幸いです。
事務局までお問い合わせ下さい。

友達追加の方法

友達の追加→QRコード
→右のQRコードを読み取る

友達の追加→ID検索から以下の IDを入力

＠442xxhdx

月 2回を目安に研修会情報などを配信していきます。

現在 189名の方に登録頂いています。皆様のご登録お待ちしています !!

Facebook
研修会案内を中心に配信中。
各委員会担当者が配信をしてい
るので投稿頻度も高めです。

M@mail
研修会案内だけでなく、災害時
の安否確認にも活躍します。
是非登録を！！
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臨床実習指導者講習会委員会からのおしらせ

01 令和 6年度指導者講習会の日程について

令和 6年度の千葉県作業療法士会主催の臨床実習指導者講習会は以下の日程で開催いたします。
受講要件をを満たしている方は、日程をご確認のうえ、奮ってご参加ください。
令和 6年度につきましても、オンラインでの開催を予定しております。
千葉県作業療法士会ホームページや Facebook、公式 LINE 等で随時ご案内してまいりますので、併せ
てご確認下さい。

開催日 申し込み受付期間 定員

1回目 令和6年6月  8日～  9日 令和6年  4月  6日～  4月20日 80名
2回目 令和6年9月  7日～  8日 令和6年  7月  6日～  4月20日 80名
3回目 令和7年1月25日～26日 令和6年11月23日～12月  7日 80名

開催方法 オンライン（Zoom）開催

千 葉 県 士 会 員 ：（　５，０００円）

他 都 道 府 県 士 会 員

非 会 員

：（　８，０００円）

：（１７，０００円）

要件

参加費

※定員を超えた場合、千葉県士会員優先、同一施設からの申込者数を調整後抽選

定員 70名

実務経験4年を満たした（5年目以上の）作業療法士

指導者講習会の受講を修了された方に向けて、現場での実践に即した内容をお届けするフォローアップ
研修会についても継続して開催してまいります。
県士会ホームページや Facebook、公式 LINE、まめーる等にて適宜ご案内してまいりますのでご確認を
お願いいたします。

02 令和 6年度 第１回臨床実習指導者講習会指導者講習会案内

研修会日程：令和６年６月８日～６月９日
開催方法：オンライン（Zoom）
定員：８０名
申し込み方法：右記QRよりお申し込みください。
申し込み期間：令和６年４月６日～４月２０日
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一般社団法人　千葉県作業療法士会代議員選挙公報選挙管理

委 員 会

よ り
千葉県作業療法士会選挙管理規程第8条に基づく代議員の選挙について令和5年12月8日付で公示し、立候補を募りました。

その結果、立候補者数が代議員の定数を満たさなかったため、選挙管理規程第 15条により、全員が無投票当選となります。

選挙管理規程第 12条により立候補者の意見表明を選挙区別順で以下に原文掲示します

東葛北部選挙区　立候補者 3名（定数 6名）

氏名：野口　晴康　　勤務先：五香病院
この度、千葉県作業療法士会東葛北部代議員に立候補させていただきました野口晴康です。令和 5年度まで、理事として教育部臨床実習指導者講習

会委員会と現職者研修委員会、災害対策委員会、東葛ブロック担当理事に携わらせて頂きました。生涯教育制度の現職者共通研修・選択研修は運営

委員の皆様のご協力を賜りながら、円滑に開催しております。令和 5年度からは一部対面での研修を再開しております。臨床実習指導者講習会委員

会では講習会とフォローアップ研修会を開催し、悩みや不安の軽減・スキルアップを目指した研修会の開催に携わりました。東葛北部ブロックでは

ブロック運営委員の皆様との連携を図りながら、ブロック運営の補助に携わらせていただいております。

引き続き、千葉県作業療法士会が今後も皆様の繋がりのハブとして支えになる様、尽力して参ります。宜しくお願い致します。

東葛南部選挙区　立候補者 15名（定数 12名）

氏名：植田　修二郎　　勤務先：順天堂大学医学部付属浦安病院

この度、代議員選挙に立候補します植田修二郎と申します。大学病院での勤務も 15年目を迎え、大学院博士課程にも

在籍しています。また他大学での非常勤講師や、自治体主催のリハビリ専門職等派遣事業講師など貴重な経験もさせて

いただいています。その中で臨床はもちろん、教育分野の奥深さ、地域の作業療法士や他職種の方の活躍から多くの学

びをいただいています。千葉県作業療法の発展むけ、微力ながら自らの経験を還元できればと考えています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

氏名：勝俣　岳太　　勤務先：リニエ訪問看護ステーション船橋

この度、千葉県作業療法士協会の代議員に立候補しました勝俣岳太です。私はこれまで病院・地域で 0歳～ 100 歳を超

える幅広い年齢層の方々と携わってまいりました。その中で作業療法士の重要性や必要性を肌で感じ、より多くの方に

作業療法のことを知っていただき、作業療法士が活躍できる場所をさらに増やしていきたいと考えております。また、

教育面や地域のつながりを大切にしたいと考えており、研修会や連絡会などを開催し、実践を通した作業療法士育成、

横のつながりを強固にし、千葉県作業療法士協会がより発展しくよう微力ではありますが努力していきたいと思います。

氏名：小貫　祐介　　勤務先：船橋市役所　地域包括ケア推進課
この度、令和 6年度代議員選挙に立候補させていただきます船橋市役所の小貫と申します。県内の総合病院、県外の大学病院にて臨

床を経験し、現在は船橋市の地域包括支援センターを管轄する課で行政に携わる作業療法士として仕事をしています。作業療法士の

役割については急性期～維持期等病院で求められるもの、訪問や施設内等地域で求められるものはそれぞれ異なっていると思います。

また、先日行われた千葉県の研修会においても、それぞれのリバビリテーション専門職の皆さんから、行政と連携していきたいと思っ

ているが、うまく連携できていないことが課題として挙げられていました。このことから、行政で地域のリハビリテーションに携わっ

ている作業療法士として、少しでも寄与できればと思い立候補をさせていただきました。ご支援のほどよろしくお願いいたします。

氏名：高山　大輔　　勤務先：野田病院

東葛北部ブロック委員、地域共生社会推進委員として県士会活動に参加してきました。士会活動がより充実し、千葉県

の作業療法の発展につながるように代議員として尽力していきたいと考えております。よろしくお願いいたします。

氏名：古橋　理恵　　勤務先：松戸市健康福祉会館

推薦のため宣伝文の掲載はありません。
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氏名：金平　智恵美　　勤務先：八千代リハビリテーション学院
2期目の代議員に立候補させていただきます金平智恵美です。急性期・回復期・生活期の病院でのリハビリ、通所リハ、訪問リハ、

特別養護老人ホームでのリハビリ、介護実習普及センターでの自助具工房・福祉用具開発支援など様々な分野の作業療法を少しずつ

経験した後、作業療法士育成に携わるようになって 15年になります。県士会では、表彰委員会、調査部、東葛南部ブロック、学会

委員会に微力ながら携わらせていただいています。この 2年間の県士会活動を通し、様々な課題が見えてきました。その課題の改善

に向けて、委員の皆さんと共に今後も県士会活動を盛り上げていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

氏名：坂田　祥子　　勤務先：東京湾岸リハビリテーション病院

このたび、代議員に立候補致しました東京湾岸リハビリテーション病院の坂田祥子です。

これまでの県士会活動を通して、改めて作業療法士の職能団体である県士会の存在の重要性・必要性を痛感しました。

一方、県士会員が減少傾向にあり、会長という立場も経験させていただいた者として責任を感じています。

作業療法士自身の質の向上のために必要なことは作業療法士自身にしかわからず、また、その場を作るのも作業療法士

にしかできません。今後も皆様とともに協力して、活動しやすい県士会について考えてゆきたいと存じます。

氏名：佐々木　海人　　勤務先：東京湾岸リハビリテーション病院
このたびの千葉県作業療法士会代議員選挙に立候補いたしました。私は、2013年に東京湾岸リハビリテーション病院に入職し、回復期、

生活期の通所・訪問リハビリテーションを経て、現在は通所リハビリテーションを主とした団体の事務局として従事しています。また、

千葉県作業療法士会の活動では、福祉用具対策委員会、ホームページ委員会の一員として、皆様のお役に立てるような情報提供に努

めております。日常業務の関係で、通所リハビリテーションの運営や制度に関しては貢献できることがあるのではないかと自負して

います。また、作業療法士にとって生活期は特に専門性を問われる場と認識しています。生活期の立場から、皆様と一緒に作業療法

を考えていきたい、という思いから立候補させていただきました。格別のご高配を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

氏名：関　美行　　勤務先：株式会社リボン
私は作業療法士養成校卒業後に千葉県内の精神科病院にて11年勤務、その後就労移行支援事業所にて8年勤務しております。現在は、

就労を希望されている障害をお持ちの幅広い疾患の方に就労支援、地域の医療・福祉・教育関係者の方々に向けた障害者就労支援に

関するご理解を深めていただくための活動等を行っております。

その中でさらに県内での活動を広げ令和 5年 12 月から市原市矯正センターへも参加しており、その中で作業療法士の活躍の場をさ

らに広げることの意義を強く感じました。今後、代議員として千葉県内における障害者への支援は下より、それに付随して生活をし

づらい方々に対する地域支援も県士会の立場で広げるために立候補いたしました。

氏名：田中　望　　勤務先：リボン葛西駅前校
私は平成 23年 4月に船橋市立リハビリテーション病院入社し産休、育児休暇を取得しながら回復期病棟や外来にて勤務。その後平成 30年 4月株式

会社リボン入社し、就労を希望されている障害をお持ちの幅広い疾患の方に、就労支援、地域の医療・福祉・教育関係者の方々に向けた障害者就労

支援に関するご理解を深めていただくための活動を東葛南部中心に行っております。

また県内での活動を広げ昨年から市原市矯正センターへも参加しており、その中で作業療法士の活躍の場をさらに広げることの意義を強く感じまし

た。今後、代議員として千葉県内における障害者への支援は下より、それに付随して生活をしづらい方々に対する地域支援も県士会の立場で広げる

ために立候補いたしました。また県内には女性会員の多く在籍しており「子育て」と「お仕事」と「県士会活動」この３つの視点から良いよりOT

ライフを提言できるよう活動も進めたいと考えております。

氏名：塩田　将　　勤務先：医療法人社団誠馨会セコメディック病院
この度、代議員選挙に立候補する、塩田将と申します。経歴として、大学卒業後、船橋市のセコメディック病院に 10年間在職し、副主任の役を授かっ

ています。2021 年からは大学院にて学び直しに取り組んでいます。臨床、教育、研究を柱に職務を遂行しており、特に教育への関心が高いことを自

覚しています。県士会活動では、2022 年度からホームページ委員、2023 年度から東葛南部ブロック委員として貢献して参りました。前者は事務作

業が中心ですので坦々と、後者は東葛南部のネットワークづくりのために尽力しています。私たちが生活する地域の作業療法士が、自分たちの作業

療法を行えるように、面白さを感じながら、それを隣の作業療法士と分かち合えるように、様々な企画を創出することを耽々と見据えて任に就いて

います。この度、立候補する理由も、思いは同じでございます。千葉県の作業療法士のために尽力したいと考えています。
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氏名：土居　義典　　勤務先：株式会社　土居孝義商店
この度代議員に立候補させていただきました土居義典と申します。私は 20年間に渡り地域における作業療法士として活動しており
ます。地域内では訪問におけるリハビリテーション、職業リハビリテーションの 2つを専門としております。その中で他県ではあり
ますが県士会の理事にて運営の舵取りを行った経験、また日本作業療法士協会制度対策部保険対策委員会介護保険班班長にて介護報
酬における要望及び改定情報の集約等における業務も歴任しております。これから地域包括ケアが中核となる中で地域において活動
している作業療法士が、さらに専門性を高め地域貢献できるように、行政や県士会が推進すべき方向と担当区内の作業療法士の「声」
を重ね、また今までの経験値も生かしながら、会員と千葉県作業療法士会の発展のために活動していきたいと思っております。

氏名：古城　哲也　　勤務先：リボン生活介護
この度千葉県作業療法士会代議員選挙に立候補いたしました有限会社総合リハビリ研究所の古城哲也と申します。主に通所系事業(デ
イサービス、生活介護 )に携わらせていただいております。
現在は千葉県作業療法士会の監事、福祉用具対策委員として活動させていただいてます。
日々の業務の中で利用者への作業療法はもちろんのことチームマネジメントにおいても作業療法士の重要性を実感しております。作
業療法士は医療、介護、障害福祉、企業等と幅広い場所で活躍できる職種だと思いますし先輩方のお陰で様々な場所で働く作業療法
士が徐々に社会に認知されてきています。わたしも微力ながら作業療法士の発展に貢献できればと考えこの度立候補いたしました。
どうぞよろしくお願いします。

氏名：横山　誠治　　勤務先：企業組合　Weneed
皆さん、OTやっていますか？OTやれていますか？モヤモヤしていませんか？
私は今まで某老健で 18年間、高齢者のリハビリテーションに携わってきましたが、身体面や ADL面が主で私がOTとしてもっとも
やりたかった社会参加の側面があまりできていませんでした。外部活動として、千葉県作業療法士会では認知症対策委員会として認
知症リハビリテーション専門職研修を、市川市では市川市リハビリテーション協議会として行政と一緒に地域支援事業をそれぞれ行っ
てきました。
しかしOTとしての社会参加のリハビリテーション、社会にどうつなげるかはまだまだこれからだと思っています。皆さんが思い描
くOT像、OTとしてやりたいこと、対象者の方が社会に繋がり、働けるようになる、あるいはOTとして他事業所を支援すること、
OTにはまだまだ可能性がたくさんあると思います。これを無理なく楽しく一緒に実現しませんか？

氏名：熊谷　将志　　勤務先：東京湾岸リハビリテーション病院
この度、千葉県作業療法士会代議員選挙に立候補いたしました、東京湾岸リハビリテーション病院の熊谷将志です。2016 年から現
在までの 4期 8年を代議員として務めさせていただいております。代議員として、千葉県作業療法士会が会員の皆様に対して誠実か
つ積極的な活動を提供できているかどうかについて理事や代議員の皆様と共に確認し、より良い千葉県作業療法士会を目指してきま
した。会員の皆様におかれましても、日頃より千葉県作業療法士会の活動にご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。
微力ではございますが、千葉県作業療法士会の活動を見つめ、確認し、県士会のさらなる発展を会員の皆様と共に目指すための代議
員としての活動に引き続き携わらせていただけましたら心から嬉しく思います。皆様からのご支援を頂戴できましたら幸いです。ご
支援賜れますようどうぞよろしくお願い申し上げます。

氏名：村松　裕須圭　　勤務先：船橋市西簡易マザーズホーム
この度、代議員に立候補させていただきました村松裕須圭と申します。私は回復期病院と訪問看護ステーションを経て、より地域を
意識した支援に携わりたく市職員となり、児童発達支援事業所に配属となりました。
県士会では、東葛南部ブロックとこども連携委員会での活動に従事してきました。
千葉県作業療法士会の代議員として、東葛南部の作業療法士の声を一つでも多く拾い上げ、県士会や地域を盛り上げていける体制や
連携を作る等、今後とも県士会の更なる発展のために微力ながら貢献したいと考え立候補させて頂きました。

氏名：佐々木　啓人　　勤務先：リボン結訪問看護ステーション船橋
佐々木啓人と申します。私は令和4年度より代議員・理事を2年間務めさせていただきました。理事としては福祉用具対策委員として、
その他にはちば POSで運営となった千葉県生活期リハビリテーション研修会の実行委員を 3年間勤めています。令和 6年度からは
診療報酬などの改定が多く、それぞれの職場において対応に追われることが多くなることが予測されます。また、世の中の状況にも
変化があり、物価などが高騰するなかで私たち作業療法士の職場における待遇においても、長くこの職場で続けていけるように給与
なども向上していかなければ持続していかないように思われます。日々、現場で皆さんが感じていらっしゃる事をご意見としてお届
けできるように、柔軟な姿勢をもって取り組んでいけたらと思っています。
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東総選挙区　立候補者 3名（定数 6名）

氏名：五味　幸寛　　勤務先：国際医療福祉大学
私は、県士会において平成 30 年度から代議員を、令和 4 年度から理事を務めております。

多くの県士会員の声を聞き、千葉県作業療法の更なる発展に貢献したいと思い、再び代議員に立候補いたしました。COVID-19 が 5 

類感染症に移行され、県士会活動が再び対面で行えるようになってきました。様々な県士会活動を通して、県内の作業療法士や関連

する職種の方々と交流してまいりたいと思います。

氏名：今野　和成　　勤務先：総合病院国保旭中央病院
総合病院にて急性期リハビリテーションや訪問リハビリテーションに従事するとともに、地域リハビリテーション広域支援センター
や高次脳支援拠点機関の支援コーディネーターとして、地域住民や市町村への支援事業に携わっております。
県士会活動においては、令和 2年度より理事を務め、令和 4年度からは副会長を拝命し、組織運営や、地域連携、災害対策などに携
わって参りました。
引き続き、会員を守る、県民を守るための災害対策に尽力するとともに、地域リハビリテーション活動に貢献し、県士会活動を活発
なものにしていきたいと考えております。どうぞよろしくお願い致します。

氏名：小池　靖子　　勤務先：医療法人社団心和会　成田リハビリテーション病院
令和 6 年度代議員選挙に立候補いたしました成田リハビリテーション病院の小池靖子と申します。私はこれまで地域共生社会推進委
員や東総ブロック委員として県士会の活動に取り組んで参りました。また、所属施設では臨床業務及び管理業務に加え、印旛圏域地
域リハ広域支援センター事業の業務に携わっております。その中で作業療法士の専門性を活かした取り組みや多職種連携、行政との
関わりなどから、作業療法士の専門性の良さ、他の専門職と連携し課題解決に向け一体的に取り組むことの良さを実感しております。
今後は、市町村単位で作業療法士配置が必要とされているため、これまでの経験を活かして県士会の活動や県士会と多職種の連携に
貢献できればと考えております。
皆様のご支援ならびに、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

千葉中央選挙区　立候補者 8名（定数 10名）

氏名：岡野　朋子　　勤務先：石郷岡病院
生まれ育った千葉に戻り、石郷岡病院の認知症治療病棟の立ち上げに関わらせていただき 13年となりました。その間、千葉県作業
療法士会の研修会や委員会、そこでお会いした方々には数多のご指導やお知恵、大きな支えを頂戴し、身近にある県士会のありがた
さを実感しています。現在、千葉県士会では千葉中央ブロック長、臨床実習指導者講習会委員会副委員長、千葉県精神保健福祉協議
会理事等を拝任し尽力しております。千葉県作業療養士会が会員みなさまの支えとなり、県民の笑顔あふれる生活のために心おきな
く力を発揮していただけますよう、みなさまの声を県士会に届けてまいる所存です。

氏名：吉田　尚樹　　勤務先：千葉県千葉リハビリテーションセンター
会員の皆様、私は千葉県千葉リハビリテーションセンターの吉田尚樹と申します。臨床現場では小児・発達障害領域に従事しています。
千葉県作業療法士会では、学術部発達障害委員会や臨床実習指導者講習会委員会などの活動に携わっています。今期より、千葉県作
業療法士会の代議員を務めさせて頂き、来期の代議員へも立候補を致しました。その理由に、千葉県という広域な地域で多様な臨床
現場において、地域差や領域による千葉県作業療法士会の活動などに差がまだまだ生じていると感じています。どの地域、領域の会
員でも千葉県作業療法士会を通じて自身や対象者、組織へ還元できるように、皆様の分け隔てない声を代議員として千葉県作業療法
士会へ届け、次のアクションへ進めていく必要があると強く感じています。
皆様が自信を持って、千葉県作業療法士会があってよかったと思える活動を後押ししていきたいと思っています。どうぞ、よろしく
お願い致します。

氏名：有川　真弓　　勤務先：千葉県立保健医療大学
平成24年より千葉県立保健医療大学で作業療法士の養成教育に携わっています。平成28年度より千葉県作業療法士会の理事となり、

また事務局長を仰せつかり、力不足ながら 8年間活動を進めてまいりました。会員の思いが県士会活動に反映されるよう尽力したい

と思い、立候補をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
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氏名：須藤　崇行　　勤務先：千葉県立保健医療大学
この度、千葉県作業療法士会　代議員選挙に立候補しました、千葉県立保健医療大学の須藤崇行です。これまでの千葉県での活動と

しては、平成 25年度より生活行為向上マネジメントの委員として活動し、平成 29年度からは学会委員会の委員長を務めております。

また令和 2年 7月からは、副会長として業務を行ってきました。

これまでの県士会活動を通して、より会員の皆さまの意見を反映出来る体制作りが必要と感じたため、今回代議員の選挙に立候補い

たしました。微力ながら、千葉県の作業療法士が活動しやすい環境作りに貢献したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

氏名：露崎　雄太　　勤務先：医療法人社団淳英会　おゆみの中央病院
令和 6年度代議員選挙に立候補させていただきます。おゆみの中央病院回復期病棟勤務の露崎雄太と申します。私はこれまでも広報
委員会や千葉中央ブロック、教育部現職者共通研修委員会や、臨床実習指導者講習会など多岐にわたり千葉県作業療法士会の活動に
取り組んでまいりました。また、勤務先では一般臨床業務に加え、広報支援センター業務にも携わっており地域や他の専門職種と作
業療法士の連携強化についても取り組んでおります。  
このような経験を県士会活動に反映させ、より良い取り組みへと発展させていきたいと考えております。ぜひ、皆様にご支援ならびに、
ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願いいたします。

氏名：大塚　栄子　　勤務先：植草学園大学
昨年度は理事および地域共生社会推進委員長として、本年度は監事・こども連携推進委員として活動をしてきました。作業療法を取
り巻く社会の大きな変化から、従来の作業療法の範疇はもちろん、多様な場面・多様な方々の中で、課題を発見し対応を考える機会
が増えているように思います。県士会会員の方々が力を発揮できるように、様々なご意見を県士会活動に反映出来るよう努力したい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

氏名：宮﨑　剛　　勤務先：千葉みなとリハビリテーション病院
千葉みなとリハビリテーション病院の宮崎と申します。前回に続いて、代議員に立候補させていただきました。セラピスト 1人 1人
の意見を大切にし、千葉県のリハビリテーションや作業療法士の発展のために尽力したいと考えております。精一杯努めさせていた
だきますのでよろしくお願いいたします。

南総選挙区　立候補者 9 名（定数 6名）

氏名：浦部　智章　　勤務先：合同会社 artrings
千葉県作業療法士会代議員選挙に立候補した合同会社 artrings の浦部智章と申します。君津圏域で訪問看護ステーションを運営して
おります。今回千葉県作業療法士会の活動に参加することで作業療法士の地位向上、職域の拡大などに繋がればと思い、立候補させ
ていただきました。
何卒よろしくお願い申し上げます。

氏名：下田　辰也　勤務先：国保直営総合病院　君津中央病院
この度、千葉県作業療法士会代議員に立候補させていただきました国保直営総合病院、君津中央病院の下田辰也です。千葉県作業療
法士会ではこれまで代議員と南総ブロック長として活動してきました。君津圏域では、現在、君津圏域 PTOTST 連絡協議会会長を務
めており、地域のリハ職や多職種との繋がりを大切に活動しております。地域団体が活発に動いている中で、作業療法士としての職
域を守るためにも、県士会だからこそ出来ることを再確認し、県士会員の皆さまへ有益で価値のある活動を効率よく伝え、発展に寄
与できればと考えております。

氏名：袴田　龍一　　勤務先：医療法人社団白金会　白金整形外科病院
令和 6年度代議員選挙に立候補させていただきます。私は白金整形外科病院地域リハビリテーション室で勤務をしています袴田龍一
と申します。臨床場面では急性期と回復期病棟、外来リハビリ、通所リハビリ、訪問リハビリで多くのことを経験せていただきました。
現在はその経験を活かし地域でのリハビリテーション活動を中心に行っています。その中で広域支援センターの業務を行っていくと
地域連携の重要性や作業療法士の活躍できる場がまだまだ多くあることに気が付かされます。また、行政職員をはじめ多くの人が作
業療法士を必要としている現状があります。地域連携など作業療法士が地域に出ていくことは作業療法士の価値を高め、質の向上に
も繋がると考えています。私が行っている活動を県士会活動にも反映させ、県士会の発展に繋がればと考えています。是非、皆様の
ご支援、ご指導を宜しくお願いいたします。
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氏名：気仙　由佳　　勤務先：国保直営総合病院　君津中央病院
この度、千葉県作業療法士会代議員に立候補させていただきました国保直営総合病院君津中央病院の気仙由佳と申します。千葉県作
業療法士会ではこれまで広報委員会、こども連携委員会、南総ブロックにて活動して参りました。県士会の各委員会活動を通して、
つながることの大切さについて再認識する機会が多くありました。代議員として、県士会の活動を続けることで地域との繋がりを持ち、
会員の皆様の意見を吸い上げ、少しでも良い県士会の活動へつながることを目的に活動していきたいと思います。微力ながら尽力い
たしますのでよろしくお願いいたします。

氏名：兼子　健一　　勤務先：千葉医療福祉専門学校
千葉医療福祉専門学校の兼子健一です。この度、千葉県作業療法士会の代議員に立候補させていただきます。日々の作業療法士養成
業務において、県士会員の先生方から多くのことを学ばせていただいております。また、県士会の企画委員会や臨床実習指導者講習会、
養成校連絡協議会などの活動を通じて、県士会員の皆様と連携し、将来の作業療法士を育成し、作業療法が社会に貢献できるよう努
めております。今後も代議員として、県士会員の多彩な活動や考えに触れ、千葉県作業療法士会の発展に貢献できるよう努力いたし
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

氏名：金木　咲子　　勤務先：株式会社メディファーレ
大学病院に 18年勤務して、急性期医療を中心にがん、緩和医療、外科系疾患を専門とし、物忘れ外来分野でも作業療法を行ってま
いりました。現在は訪問看護ステーションの運営を実施して地域医療を支えております。
千葉県作業士会の活動としては財務部・市原市医療連携推進委員を経験させてもらっており、今後も千葉県作業療法士会の活動に尽
力していきたいと思います

氏名：多田　智　　勤務先：特定非営利活動法人　晃智会
大学病院に 24年勤務して、急性期医療を中心に高次脳機能障害・外傷・神経筋疾患・地域の作業療法を展開してきました。現在は
地域医療・福祉の為福祉施設・訪問看護ステーション業務を行っております。千葉県作業療法士会の活動としては財務部部長を任さ
れており、予算作成・金銭管理業務を実施しております。今後も千葉県作業療法士会の活動に尽力していきたいと思います。

氏名：須藤　和晃　　勤務先：特定非営利活動法人　晃智会
大学病院に 20年以上勤務して、急性期医療を中心に作業療法を展開してきました。また認知症・地域連携・地域福祉などを実践し
ておりました。現在は地域医療・地域福祉・訪問看護ステーションの運営管理しており、今まで培ったものを伝えながら地域の為に
努力できればと思っております。千葉県作業療法士会の活動としては財務部運営させてもらっており、今後も千葉県作業療法士会の
活動に尽力していきたいと思います。

氏名：水野　陽仁　　勤務先：株式会社メディファーレ
大学病院に 14年勤務して、急性期医療を中心に整形疾患・呼吸器疾患を専門とし作業療法を展開しておりました。現在は地域医療
の為訪問看護ステーション運営しております。千葉県作業療法士会の活動としては財務部を経験させてもらっており、今後も千葉県
作業療法士会の活動に尽力していきたいと思います
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コグトレトレーナー養成ワークショップ開催報告

昨年より市原青年矯正センターへの派遣が始まり、コグトレの知識を要することから、１月６日に千葉県立保健医療大学で県士会主催『コグトレ

トレーナー養成ワークショップ（初級コース）』が開催されました。対面開催にも関わらず千葉県全域より３０名を超える申し込みがありました。

座学ののちにコグトレ棒を使用してのワークや動作模倣等の実技を行い、まさに『みる・きく・想像する』ための支援方法のイロハを学ぶ事がで

きました。また、参加者間の親睦が深まる貴重な会となりました。       （村松　裕須圭）

－１１－

（初級コース）
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#2. 福祉用具策委員会

福祉用具対策委員会主催研修会を開催しました !!

令和 6年 1月 20 日（土）に、「移
動で自由を！動かして学ぶ福祉
用具」と題して研修会を開催し
ました。
当日は降雪が予想される天候の
中、7名の方にご参加頂きまし
た。OTだけでなく、PT の参加
者もあり、福祉用具をテーマに
職種を跨いで知識を深め・ノウ
ハウを共有することができまし
た。
冒頭、本委員会委員長の小林毅
先生から福祉用具の活用や退院
支援を行う際のセラピストの視
点、制度の目的等についてお話
いただいた後は、株式会社フロ

ンティア船橋営業所　網野様、
浅見様、ペルモビール株式会社
荒川様より、出展いただいた福
祉機器、電動車いすについてご
紹介頂き、3グループに分かれ
て実機の使用方法の説明、体験
会を行いました。
体験会では電動車いす体験、ト
ランスファーボード等体験、移
乗用リフト体験を行い、各グ
ループともにそれぞれの機器の
扱い方や知見を共有しながら参
加者の皆様どうしで和気藹々と
意見交換が行われており、研修
会が終了した後も話題が尽きな
い様子でした。

ご参加に頂いた皆様、お疲れ様
でした。
参加いただいた皆様のご意見
や、研修会の様子についてご紹
介いたします。
福祉用具対策委員会では次年度
も福祉用具に関する企画を実施
予定です。是非みなさまのご意
見・ご希望をお聞かせください。

研修会の様子や当日のアンケー
トについてもご紹介させて頂き
たいと思います。

（委員：露崎）

－１2－

電動車いす体験では、実際に屋外を走行し、チルトやリクライ
ニングについて体験しました。想定したよりもはるかに快適な
乗り心地に参加者から感激の声が聞かれました。

特殊寝台や車いす、移乗用のリフトなど多様な福祉用具について使用方法や
使用感を体験しました。会場のあちらこちらで委員、参加者、業者の方々と
意見交換や知識・技術の共有が行われていました。

参加者アンケートより

全体を通しての感想
• 実際に動かす機会は中々ないため大変勉強になりました。
• 実際に体験できたのはとても良かった。
• 対面での研修だったので有意義な意見交換ができた。
• 普段福祉用具を試す機会があまりないので、用具を提案する際に使用感を伝えやすくなった。

福祉用具対策委員会に期待する活動
• 福祉用具を活用して、実際にうまくいった事例や難しかった事例の報告をききたい。
• 今回のような体験会を継続して行ってほしい。
• 今回とは異なる用具での体験会（家事動作に用いるもの等）

アンケートからは、実際に福祉
機器を触ったことで支援に広が
りが持たせられるといった意見
が多くみられました。
今後の活動については、好事例
や困難事例の共有や、用具を変
えてのシーン別の体験会の要望
を頂きました。福祉用具委員会
では皆様のご意見を参考に今後
も様々な企画を検討してまいり
ます。
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2023 年度　第８回　理事会
2023 年 11 月 28 日（火）　19:00 ～ 21:45　　WEB 会議　　　
坂田 須藤 今野 松尾 有川・兼子・金平・熊谷・五味・佐々木（啓）・下田・多田 土居・露崎・野口・横山・大塚　計 16 名

【検討事項】
１．組織力強化を目指す各都道府県士会と協会の役職者意見交換会について
11 月 15 日～ 5 月 30 日の間で、協会役員と県士会側で連携の在り方や士会の工夫につい
て打ち合わせする予定。
目的は協会員＝士会員の動きを推進していく為。３役と事務局で対応予定。

2．賛助会員について
新規入会希望があり、理事会にて審議　⇒　承認

3．千葉県パーキンソン病友の会賛助会員について
今後、何かのイベントの際などに交流の機会を検討し、組織同士の関係性を確立していく。

4．日本作業療法士協会代議員の推薦について
現在、士会から３名が申請済み。欠員に関して、適材者を推薦していく。

5．OT 協会依頼の「リハ専門職の処遇改善等に係る地方選出国会議員等への訪問について」
に関する確認について

特定の議員を支持するという選挙に繋がる事は意図しておらず、あくまで作業療法を伝
え、次世代まで存続できるような処遇
改善を含めた陳情をしていく事を意図しており、県士会として必要と考える活動を行っ
ていく事も重要である。
後援や支持の依頼を受けた時には、士会としてではなく連盟が動く形となる。

6．研修費領収書とインボイス制度について
県士会活動においてはインボイス制度対応ではない事を確認した。

7．第 13 回杉浦地域医療振興賞、2024 年度特別表彰（表彰委員会）　について
今年度の推薦者は、県士会として見送ることとなった。

8．県士会各部局委員会委員の会議費申請について
来年度の県士会業務を含めた各委員に対する適切な会議費捻出に向けた設定額を検討し
た。まずは今年度の各部局
委員会の実績を集約し、次回理事会にて検討していくこととなった。【継続審議】

 

【連絡事項】
1．市原青年矯正センター開庁式出席報告について
2．令和 5 年度日本作業療法士協会 教育部 生涯教育制度推進担当者会議報告について

2025 年より登録作業療法士の認定や、生涯教育サイトのシステム変更に伴う機器の返却
などを行っていく予定。

3．令和 5 年度千葉県生活期リハビリテーション実務者研修会進捗状況報告について
4．千葉県鍼灸マッサージ師会８０周年記念式典ご案内出席報告について
5．千葉県精神保健福祉士協会設立５０周年記念講演・式典・祝賀会（11/26）出席報告に
ついて
6．令和５年度千葉県高次脳機能障害ネットワーク連絡協議会出席者について
7．2023 年度第 3 回協会長・士会長会議出席報告について
8．臨床実習指導者講習会（第 3 回）の修了報告について
9．認定 OT 等の申請に関わる臨床実習指導者講習会修了要件の確認について
10．秋の学生企画実施報告について
11．千葉県作業療法士会代議員選挙について

12 月 8 日が公示日で県士会 HP に掲載予定。

2023 年度　第 9 回　理事会
2023 年 12 月 19 日（火）　19:00 ～ 20:35　　WEB 会議　　　
坂田・今野 松尾 有川・池滝・兼子・金平・熊谷 五味・佐々木（啓）・下田・露崎・野口 安森・横山 大塚・古城　計 17 名

【検討事項】

1．代議員選挙届出について

代議員選挙届出において、修正と変更に関する提案あり。今回の代議員選挙では変更修

正せず、次回の代議員選挙に向けて、選挙管理委員会に協会や他県士会などの選挙方法

を確認してもらい検討を図り、必要に応じて変更修正いただくよう依頼する。

⇒　承認

2．令和 5 年度活動計画・予算、令和 4 年度臨時総会について

次年度に向けた各部局委員会の事業計画と予算案、今年度の収支残額について、議案書

への入力を各担当者にお願いしたい。期日としては 1 月の理事会までに記載できるよう

に進めていく。　⇒　承認

3．県士会活動における会議費の取り扱いについて

先月の理事会で継続審議となっている県士会活動時の会議費についての調査の経過報告

がなされた。各部局より今年度の活動をもとに、掛かる会議費について算出した。必要

となる会議費の捻出は、財務部長より適正な支出である事を確認した。来年度は、各部

局委員会で県士会活動に関わる場合、会議費として経費計上しても良いのではないかと

の結論に至った。前回理事会での提案のとおり、来年度の県士会活動において会議費を

必要経費として計上することにする。　⇒　承認

【連絡事項】

１． 「地域保健総合推進事業」の方策検討会議参加報告について

10 月 21 日に地域保健総合推進事業研修会があり、その後、11 月 26 日に方策検討会議

が開催された。

2．ニューレジリエンスフォーラム千葉県大会出席報告について

12 月 2 日開催の千葉県大会に、当士会より 8 名が参加した。

3．令和５年度医療法人鎮誠会シンポジウム・忘年会出席報告について

4．令和５年度第１回千葉県医療推進協議会出席報告

12 月 16 日（土）に、ホテルポートプラザにて開催された表記会議が開催された。

5．協会・連盟「緊急のご連絡とお願い（療法士の処遇改善に向けて）」への対応報告につい

て

6．千葉市健康推進課来訪予定について

7．福祉用具対策委員主催研修会の案内について

1/20（土）体験型の研修を予定。

8．災害対策委員会主催の研修会の案内について

1/28( 日 ) 保健医療大学にて対面での研修会を企画。

9．コグトレ研修会について

1/6（土）に対面での研修予定。

10．市原青年矯正センターへの参画支援について

11．運転と地域移動に関する都道府県士会協力者会議について

12．第 7 回日本安全運転医療学会学術集会の開催報告について

13．40 周年記念誌の発送について



人間作業モデルアドバンスコース講習会Ⅰ  

人間作業モデルの理解を深めるコース 
 人間作業モデル(MOHO)の講習会に参加したり，自分で本を読んだりしたけれども，もう少し理解できないという方

のために開発したコースです．参加者でグループを作り，グループで質問についてディスカッションをして質問に答え

ることは，一人で考えて答えるよりも，理論の理解を深めることになるでしょう． 

日時：3月23日(土) 9時～17時 

 

人間作業モデルアドバンスコース講習会Ⅱ 

  人間作業モデルの事例を作り出すためのリーズニングを学ぶコース 

このコースは事例報告をしたいのだけれども，どのようにすればよいかわからないという方のために企画しました．そうするためには､

MOHO のリーズニングの過程(評価—介入—成果)を一緒に学んだら良いのではないかと考えました．参加者でグループを作りグループで話

し合って質問に答えることで，一人で考えるよりも事例を書く理解を深めます． 

日時：3月24日(日) 9時～17時 

 

定員：感染症予防のため，各コースの定員を8名とします。 

場所：当研究所事務所(東日暮里6丁目) 詳細は参加者にお知らせします． 

受講料・申込方法：8,000円，当研究所のホームページ（rimohoj.or.jp）の講習会の欄にあるWeb申込フォームよりお申込みくだ

さい．参加費は，当日，会場で徴収します．  

講 師：一社日本人間作業モデル研究所代表理事 山田 孝 

その他：OT協会のポイントが付きます．詳細はHPをご覧ください． 

一般社団法人 日本人間作業モデル研究所 
東京都荒川区西日暮里1 丁目3-3-1301 
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